
野生動物

　イノシシは本来、山の中にある木
の実などを食べて生活しています。
山に餌がないのではありません。し
かし、餌を与えることで人に慣れて
しまったイノシシは、市街地に出没
し、人を襲うようになることがあり
ます。餌付けは条例で禁止されて
いますので、絶対にやめましょう。

イノシシが街に下りてくるのは
山に餌がないから？餌をあげても大丈夫？

イノシシが市街地に出没するのは、
山に餌がないからではありません！

問い合わせ／経済観光局農政部計画課 TEL322-5361 FAX322-6079／区まちづくり推進課 TEL232-4411（内線211） FAX242-3599

申し込み・問い合わせ  こうべ海の盆踊り実行委員会事務局（区まちづくり支援課内）☎ 232-4411（内線412）FAX 242-3599

盆踊り練習会・浴衣の着付け体験
　盆踊りの振り付けにはそれぞれ由来があることを知っていますか。日本の伝統文化「盆踊
り」を地域の人が優しく指導してくれます。踊ったことがない人も気軽にご参加ください。
　希望者は浴衣の着付け体験もできます。

7月15日㊏14：00〜16：00（予定）
海外移住と文化の交流センター（山本通3-19-8）場所

日時

日　時

場　所

約50人（うち先着20人は浴衣の着付け体験可）
電話で下記事務局へ申し込み

定員

こうべ海の盆踊り 検索

　神戸の夏の風物詩である「こうべ海の盆踊り」が今年、25回目を迎えます。リニューアルされたメリケンパークで民
謡の生唄・生演奏に合わせて盆踊りを踊ってみませんか。

つきあいましょう
と正しく

毎年、この時期になるとイ
ノシシやカラスなどさまざ
まな野生動物と出合う機会
が増えます。誤った行動で
危険な目に遭わないよう、
正しい距離感を知り、動物
と共生していきましょう。

イノシシやアライグマによ
る被害や、その他の動物被
害の相談を受け付けます。

神戸市鳥獣
相談ダイヤル

☎333-4408 
（8：00〜21：00年中無休）

道にけがをして飛べないカラスがいる！
助けても大丈夫？

　野生化したアライグマは、家を
傷付けたりペットを襲ったりする
など、さまざまな被害を発生させ
ます。市では業者に依頼して捕
獲檻を設置しています。
　アライグマを見つけたときは、
市鳥獣相談ダイヤルにご連絡く
ださい。

可愛い見た目のアライグマ、
触っても大丈夫？

野生化したアライグマは
気性が荒く危険です。

　成鳥とほとんど見分けがつかなく
なった巣立ちビナが道路上にうずく
まっている場合があります。巣から落
ちたひなを守るため、親ガラスが近
くを通り掛かった人を威嚇・攻撃する
ことがあります。威嚇されたら近寄ら
ず、すぐに立ち去ってください。

道にけがをして飛べないカラスがいる！
助けても大丈夫？

けがをしているのではなく
巣立ちビナの可能性があります。

　夜間にごみ出しをすると、イノシ
シはそれを狙って市街地に出没しま
す。人の出したごみの味を覚えたイ
ノシシは、市街地を徘徊するように
なります。ごみは決められた日の朝
5時から8時までの間に正しく分別
して出しましょう。

朝に起きて、ごみを出すのは大変！
夜にごみを出しても大丈夫？

人間にとっては「ごみ」でも、
野生動物には「ごちそう」です。

8月19日㊏
16：30〜20：45ごろ
※屋台エリアは16：00〜
（荒天の場合翌日）

メリケンパーク
（波止場町）

さあさ！みんなで踊ろよ踊ろ！関西最大級の大盆踊り25
回
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139,040人
83,969世帯
28.97㎢

（平成29年5月１日現在）
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毎月の区からのお知らせや保健だよりの一部を
翻訳して公開しています

かもめん


